
］
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追
加
予
算
や
決
算
認
定

12

月
己
1
月
の
町
議
会
か
第74号
　発　行　所

く根占町役娼
n語大格占1稽69情

ら

　11

十
i
l
　
7
弟
．
H
回
冗
例
町
議
公
は
十
一
決
算
4
5
別
痴
員
長
（
原
田
議
口
＼
か
り
、
紛
へ
口
的
に
考
え
て
、
随
容
の
命
実

二
月
し
L
一
日
招
隼
き
れ
ま
し
た
。
　
　
　
ら
奉
は
会
の
審
議
粘
果
を
報
告
、
喫
口
を
詞
る
へ
き
で
あ
る
。

（十
1
1
，
H
の
分
は
両
巳
朗
報
）
　
　
　
　
な
く
認
玩
し
た
。

　
十
1
1
月
二
ー
『
H
、
会
議
を
再
間
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
友

員
会
の
零
議
で
指
て
き
き
れ
た
こ

輔憲
（
第
四
同
）
な
。
を
議
露
義
か
依
然
と
“
て
少
く
璽
M
鉋
等
度
．
、
一

ま

増霊
の
ま
つ
を
お
川
。
ば
し
・
、
め
三
華
。
二
苔
医
。
2
警
分
の
問
題
i
J
し
P
’
　
1
州
一

▼藁
理
奮
の
選
纂
憲
纏
蛭
蕊
縛
詫
鐘
竃
鐸
齪

蟻
鍵
。
羅
翼
饗
縫
誘
バ
馴
蕊
藷
難
多
い
の

・
挙
管
別
鼓
員

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

同
　
補
卍
目

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

福
園

加
助

有
川

久
三

貴
巳

靴
也

吉
化
宗
太
郎

久
永
　
盈

い
返
代
占

松
元　
　
一

田
実

㊤
熊

▼
三
†
二
年
度
決
算
に

つ

い
て　
＝
＝
認
定

編館喰発行人

再　半　　次　　flK

所

斗
刷

再
　
印

遊

駆児局巾易J再町2番tl

南日本新聞計印刷局

　電話②7171番

選
管
委
員
長
に

福

園

氏

祖
任

　
撰
灯
第
一
回
の
決
抽
管
抑
森
ね
会
か

一
月
十
三
日
間
か
れ
、
次
の
よ
う
な
U

と
が
協
譲
さ
れ
ま
し
た
。
、

◎
委
員
長
力
選
任

委
昌
長
　
　
　
　
錦
踊
源
助

　
委
員
長
職
務
代
別
者
　
有
川
久
三

◎
こ
と
し
は
い
ろ
い
ろ
の
選
挙
を
ひ
か

　
e
x
て
い
る
の
で
公
朋
選
挙
運
動
を
徹

．
こ
の
間
題
は
、
小
会
議
桐
加
予
芦

曇
の
と
き
も
、
椅
聲
か
ら
強
て
製
茶
藁
は
・
苧
掘
ゼ
は
成

享
り
こ
と
・
v
の
た
め
公
民
望

協
力

し
て
n
月
－
中
旬
緩
区
別
に

話
し
合
い
の
会
を
ひ
ら
v

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

⑥
ぽ
、
挙
対
策
レ
，
し
て
、
と
く
に
投
即
所
一

　
ゆ
語
噺
改
善
と
川
務
の
能
ぷ
化
を
い
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
1

る
こ
と

な
お
、
話
し
合
い
と
映
画
め
会
は

十
日
神
川
　
十
一
日
池
田

十

二
日
　
宿
利
原
　
十
1
1
i
日
　
K
根
一

の
P
定
で
ヶ
。

　
で
、
統
廃
合
な
芦
総
合
的
に
、
計
画

　
的
に
努
力
を
望
む
。

5
、
畜
産
振
興
会
の
運
営
に
つ
い
て
は

　
研
究
す
る
必
卯
が
あ
り
、
畜
産
技
術

　
員
も
、
も
つ
と
牛
抑
指
導
ピ
カ
を
い

れ
る
よ
う
に
望
む
o

6
、
営
農
相
談
室
の
け
置
、
牛
パ
指
導

　
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
各
柚
団
体
と

　
協
力
し
て
さ
ら
r
努
力
を
切
望
す
る

　
果
を
あ
げ
た
が
、
4
6
業
と
し
て
は
不

　
振
で
あ
り
、
こ
の
処
頂
に
つ
い
て
は

　
今
傍
よ
ン
検
討
す
へ
き
で
あ
る
。

▼
議
案
六
〇
号
　
神
川
中
学
校
家
事
宇

新
築
工
事
講
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
‖
原
案
可
決

i
建
：
－
1
l
－
五
卯
を
七
十
刀
五
千
円
で

　
桑
原
組
が
落
札
、
1
事
期
聞
は
二
月

　
末
H
ま
で

▼

議
案
六
一
号
　
公
γ
企
員
の
献
什

　
　
　
　
　
　
　
　
り
原
案
可
決

り
長
誕
±
代
｛
氏
の
任
期
満
r
に
よ
り

　
同
氏
を
再
什
す
る
こ
と
に
決
足

冨
案
六
二
号
固
崔
詐
価
欝

委
員
の
選
任
　
　
U
原
案
可
μ

◎
垣
内
秀
雄
氏
め
任
別
満
，
．
に
よ
り
、

　
同
氏
を
梧
任

▼

議
案
六
一
二
号
～
六
六
号

商
店

　
町
向
ー
会
で
け
、

岡
帖
街
の
冗
休
H
を

毎
月
十
q
日
と
決
め

て
t
二
月
か
ら
プ
施

す
．
㊧
ご
と
に
な
り
ま

し
た
。鹿
児
島
、
鹿
屋
市

な
ど
県
内
い
た
る
と

こ
ろ
で
は
、
す
で
い

実
施
さ
れ
て
よ

い
精

　
期
末
手
当
支
給
に
関
す
る
条
例
の
改

正
　
　
　
　
り
原
案
可
決

i
国
家
公
務
員
に
準
じ
て
、
年
禾
手
当

　
i
’
八
ヶ
月
を
1
’
九
ヶ
月
に
増
額

　
す
る
た
め
の
条
例
の
改
止

▼
議
案
六
七
号
電
々
公
社
債
の
増
額

に
つ
い
て
　
　
　
＝
原
案
可
決

◎
登
記
所
に
構
内
川
話
を
増
設
す
る
た

役

場
職

員

の

　
人

事

異

動

　
卜
二
月
十
ハ
H
付
で
次
の
ど
お
り
人 の

定

休
日
　
　
陽
捻
犠
語
控
語
⑪
漂
拓
晴
恒
舗
仁
国
晶
劔
ぽ

　
　
月
か
ら
実
施
　
↓
心
配
し
＋
し
た
が
、
カ
・
ス
つ
て
増
き
、

二

繰
鷹
『
端
〔
竃
醜
』
一
『
巌
講

議璽
鑓
引
受
け
黛
寳
鍵
獺
嘉
籔
三
脚
▲
禦
嘉
へ
の
協

　
　
財
産
の
取
得
妄
換
に
つ
い
て
　
換
し
ょ
う
ξ
る
も
の
　
　
　
に
青
　
力

。曇
の
移
劉
疏
鐘
い
、
▼
瞳
六
八
ロ
．
第
鰻
唖
場
長
町

1
月
別
日

の

議

会

11四
年
第
一
回
臨
時
町
嘆
π
が
開
か
れ

ま
し
だ
o

▼
議
案
；
p
、
二
号

　
財
産
の
交
換
と
売
却
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
‖
原
案
可
決

　
目
的
で
郵
政
大
臣
に
串
謂
す
る
。

▼
議
案
四
号
立
木
の
処
分
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
‖
原
案
可
決

◎
v
す
の
木
四
五
本
を
売
却
す
る

▼
講
願
第
一
号

　
豚
の
人
工
授
糟
所
設
置
に
対
し
助
成

方
に
つ
い
て

　
　
　
鳥
井
戸
　
　
中
村
喋
之
助

　
U
経
済
委
員
’
六
に
付
託
さ
れ
、
一
月

二
＋
ハ
日
の
委
員
会
で
委
員
会
と
し
て

は
抹
択
す
へ
き
も
の
と
し
て
決
定
し
た

AJ－－s

2
、
今
ま
で
、
会
謝
年
度
を
毎
年
二

　
　
目
］
日
か
ら
一
1
1
三
卜
一
日
ま
で

　
　
と
し
て
い
た
が
、
関
供
機
川
、
団
体

　
　
と

の
明
侍
を
完
え
て
、
四
月
l
日

　
　
か
ら

　
月

未
H
・
で
と
改
1
1
し
本

　
　
勾
じ
か
ら
実
加
」
る
乙
と
＼
し
た

　
な
匙
、
枠
い
改
「
の
結
巣
次
の
八
者

を

μ
冗
」
た
。
　
（
）
け
検
区
名

会
長
副
会
長

〃欝
記
〃

な一．

剖
呼講〃

栄

冠

は

ど
こ
へ

川
越

和
失

（大
）

命
苫

孝
奥
（
宿
）

前
迫
み
ゃ
子
萢
）

川
越

太
l
　
（
大
）

笑
喜
き
よ

子
（宿
）

吉
尼
　
宇
久
（
大
）

安
水

沿
義
縮
）

有
村

健
夫

（神
）

第
二
回

と

全き

　
　
　
コ
ー

◎
田
し
込
み
は
町
公
民
館
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大 →醐駅
伝
競
争
迫
ろ

月

十

五
日
（
小
雨
決
行
）

ス

三

一
八

キ

ロ

七

区

間

根

占
町
体
育
協
会

▲
公
民
昂
設
の
実
戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

事
髄
鋤
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
事
務
吏
員
　
申
村

経
済
課
長
へ

　
　
　
事
務
吏
員
　
税
所

清
三

俊
夫

新
農
山
漁
打
振
興
協
議
会
事
務
局
勤
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
之
畑
邦
夫

事
務
吏
員
に
任
用

総
溺
謹
民
牛
係
’
r
r
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
越

太
一

雇
に
任
用

卜
木
課
才
木
係
勤
務

ミ
、
ミ
、
ミ
ミ
、
、
ミ
ミ
ー
l
－
r
i
l
t
－
t
－
－
t
－
t
J
－
r
i
、
ミ
、
ー
ミ
ミ
、
ミ
ミ
、
、
t
－
t
t
t
t
－
t
r
－
－
t
－
t
－
t
－
－
、
t
t
t
t
－
t
t
l
i
t
t
t
i
t
v
t
r
t
－
t
t
t
－
－
－
－
t
t
－
－
－
－
t
r
t
t
、
S
－
－
t
－
t
S
－
t
－
r
－
r
i

工

事

は
す
ん
た
け
れ
ご

　
三
月
の
’
；
序

ま
を
ひ
か
え
て

い
ろ
い
ろ
の
建

チ

リ
で
よ
ご
さ
れ
る
三
河
川

．

‘
1
“
の
デ
川
か
ほ
が
れ
て
い
：
す
ガ

堀
古
次
の

－
申
が
完
1
し
ま
し
た
。

向
堂
之
元
川
護
岸
災
留
復
旧
工
事

へ
旧
鱗
‥
s
弼
ド
）
d
写
口
　
D
1
1

I
I
　
／
、
川
日
組
が
棚
ー
、
卯
長
左

岸
三
八
．
五
メ
ー
ト
ル
右
岸
四
六
メ

◎
葉
た
ば
こ
LIY

納
所
敷
地
四
三
一
坪
と

’
ト
ル
石
担
積

　
八
十
三
力
円
で
一
月
十
七
日
完
工

⑩
中
町
川
護
岸
災
害
復
旧
工
事

　
麗
屋
市
久
入
田
組
が
施
工
　
延
長
左　

　
岸
四
ニ
メ
e
－
ト
ル
　
石
川
積

　
三
卜
二
力
五
＋
円
で
十
二
日
二
十
三

　
日
完
J
　
　
　
　
u
写
真
同
u

”
水
流
川
護
岸
災
害
復
旧
工
事

延
レ
右
岸
五
〇
メ
，
－
ト
ル
　
石
垣

桑
川
細
が
施
－

　
四
十
二
万
八
F
円
で
ト
ニ
月
二
十
四

日
完
r

　
な
お
、
せ
つ
か
v
ヨ
引
が
完
成
し
て

き
れ
い
に
汀
つ
た
川
に
、
ち
り
や
己
み

が
捨
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

お
た
が
い
に
燗
く
か
埋
め
る
か
し
て

川
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と

が
望
※
れ
ま

す
。

専
売
公
利
川
有
の
船
舶
一
隻
（
二
五
・

11，iiト
ン
四
五
〇
馬
力
）
と
交
換
、
そ

の
船
舶
は
聯
」
保
安
斤
に
売
却
す
る
。

▼
議
案
三
号
　
郵
政
窓
口
事
務
の
受
託

に
つ
い
て
　
　
　
1
1
原
案
可
決

◎
宿
利
原
に
簡
易
郵
便
局
を
許
問
す
る

婦

人

の

体

験

こ

青
年
の

主
張
発
表
大
会
ひ
ら
く

　

町
婦
人
会
で
は
、
町
内
婦
人
会
員
の

グ
ル
ー
プ
活
鋤
の
実
情
を
町
民
に
公
開

し
、
そ
の
活
励
が
お
こ
さ
れ
た
鋤
機
、

活
勅
の
歩
み
と

成
果
に
つ
い
て
、
お
た

一

が
い
で
研
究
し
、
今
径
の
婦
人
会
括
鋤

に
t
t
L
か
し
て
行
こ
う
と
町
公
民
館
と
協

力
、
I
：
l
十
口
午
前
十
時
か
ら
大
根

占
小
学
椅
，
刷
堂
で
、
婦
人
会
口
＝
l
o

名
、
青
年
団
自
八
〇
各
が
参
加
し
て
、

　
［
グ
ル
ー
プ
活
鋤
体
験
穿
表
人
会
　
j
を

開
き
ま
し
た
。

　
発
表
者
け
、
最
初
の
予
想
を
栗
ω
り

十
1
　
I
名
が
川
場
、
お
め
ず
、
お
く
せ
ず

堂
々
と
、
生
力
し
い
村
作
り
の
灼
い
体

験
を
公
開
、
町
民
F
強
い
願
動
を
与
え

ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
一
月
二
十
三
H
行
わ

れ
る

郡
大
会
に

「私
共
の
経
済
牛
活
改

善
グ
ル
－
プ
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
た

一
池
田
校
区
代
表
、
真
茅
し
か
さ
ん
が
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

次
に
出
場
者
と

溌
表
テ
ー
マ
を
ご
紹

介
し
ま
す
（
発
表
順
）

　
▲
冑
少
年
舟
成
ど
私
訓
、
の
婦
人
云

　
　
　
　
弓
場
卜
　
作
藤
ひ
ろ
子

　
▲

私
遼
の
料
埋
グ
ル
ー
プ
ゼ
つ
い
て

　
　
　
　
宮

脇
　
　
久
保
た
ま
子

　
▲
私
共
め
い
画
川
児
ク
ル
’
ソ

　
　
　
　
島

浜
　
　
木
ド
シ
〃
子

　
▲
白
少
午
育
成
と
洗
落
婦
人
会

　
　
　
　
木
場隻
　
坂
元
　
芳
工

　
▲
灘
婦
人
流
轡
ク
ル
ー
ソ
k
つ
い
て

　
　
　
　
簡
　
　
　
川
元
0
で

　
▲
私
”
ハ
の
生
活
改
管
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
川

南
　
聾
イ
し
か

　
▲
私
＝
（
ゐ
婦
人
会
括
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
神
ノ
浜
　
　
前
原
し
づ
子

　
▲
経
済
生
活
改
善
の
在
り
方

　
　
　
　
半
ケ
石
　
半
ケ
石
き
く
え

　
な
お
、
こ
の
大
会
と
合
併
し
て
「
町

　
　
現

　
な
お
、
規
約
改
酪
の

中
で
と
く
に
、
川
H
さ

Iれ
る
点
は

　
ー
、
背
川
団
該
首
の
η
令
を
一
般
団

　
　
ほ

を
描
二
十
五
オ
ピ
し
、
新
ら
し

　
　
く
特
別
会
員
の
制
川
を
識
θ
、
［

　
　
1
1
－
l
－
S
x
，
　
t
｝
t
）
こ
に
引
1
げ
k
こ
と

町

体
協

の

　
弓
　
道
　
入
　
会

　
「
月
二
十
四
日
、
準
戸
ぱ
こ
取
納
所

内
の
迫
場
で
ひ
ら
い
た
．

成
績
次
の
と

お
り

①
第
鶴
伝
②
河
野
将
桝
③
河
W
博
掃
④

岩
城
嘉
一
郎
⑤
有
馬
爾
義

　
な
お
、
体
協
で
け
初
心
者
ノ
入
部
を

歓
抑
、
練
習
用
の
道
鳳
ハ
も
モ
ろ
え
て
あ

る
の
で
、
希
望
名
は
町
公
民
佃
へ
串
し

込
む
よ
う
望
ん
で
い
ま
す
．

庁
η
の
斗
張
t
発
し
人
会
を
行
い
次
の

Il］
名
が
伊
山
　
民
ヰ
団
体
は
砧
喚
し
て

く
町
荘
展
に
寄
白
し
た
い
と
許
一
－
し

青
。　

▲

私
の
営
農
改
藷
に
っ
い
て

　
　
　
　
湘
戸
川
　
　
水
口
次
男

　
▲
本
角
胃
年
団
沽
鋤
の
力
川
に
つ
い

　
　
て

入

橋
　
川
越
和
夫

　
▲

青
年
よ
、
・
丈
ず
自
己
完
成
に
努
め

　
　
よ

大

橋
　
川
越
太
一

　
こ
ん
な
人
は
い
ま
せ
ん
か

◎
日
分
の
子
を
剤
族
の
人
の
千
と
し
て

　
屈
出
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
子

　
が
戦
死
し
、
戸
籍
ユ
の
父
母
も
死
ん

　
で
し
ま
っ
て
、
本
当
の
親
で
あ
り
な

　
が
ら

戸
籍
の
副
n
が
で
き
な
い
で
遺

　
族
什
合
や
公
拐
扶
助
料
も
も
ら
え
な

い
で
い
る
人
。

　
　
と

れ
は
と
く
に
急
い
で
手
続
き
を

　
し
な
い
と
泳
庭
A
判
所
の
審
判
な
と

ゾ●
．

　
て
日
数
が
か
、
り
、
四

　
月

三
十
H
ま
で
に
手
続

　
き
を
柊
ら
な
い
と
請
求

権
が
な
く
な
り
ま
す
。

◎
旧
民
法
当
時

（昭
和
二

　
十
三
年

五
月

二
日
以

※
引
揚
者
の
給
付
金

　
次
の
よ
う
な
力
は
、
二
月
二
十
日
ま

で
に
民
牛
併
へ
お
い
で
v
だ
さ
い
o

一、

外
地
で
就
職
し
て
入
営
入
隊
し
、

復
員
し
た
人
。

た
と
え
ぱ

イ
、
界
勇
軍
へ
入
隊
し
て
召
集
さ
れ
、

術
口
し
た
人

n
、
開
拓
団
か
ら
ド
士
官
志
願
で
指
人

　
と
な
り
単
身
引
き
揚
げ
た
人
。

ハ
、

昭
和
一
卜
年
へ
月
1
．
五
日
ま
で
ひ

　
弐
統
き
六
ヵ
月
以
ー
外
地
で
牛
活
し

　
て
い
た
人
（
幽
拓
民
の
人
は
六
カ
月

未
怜
で
も
よ
い
）

◎
そ
の
他
引
揚
老
給
付
合
に
つ
い
て
の

　
さ

相

訟
は
、
な
る
べ
く
早
v
お
い
で

ぐ
だ
さ
い
。

前
）
ム
コ
入
り
養
子
し
『
膏
年
の
声
』
募
集

　
　
　
　
　
た
人
が
、
女
戸
主
の
家

　
　
　
　
　
族
と
な
っ
て
い
る
場
合

申
出
に
よ
り
、
そ
の
養
子
の
人
を
筆

頭
者
（
戸
主
）
と
し
て
変
更
す
る
こ

と

が
で
き
斗
す
。

　
戸
納
改
製
時
期
で
す
か
ら
、
早
目

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
v

◎
F
川
が
生
れ
た
が
、
父
ほ
の
本
籍
が

　
不
明
で
、
イ
供
を
入
籍
し
て
い
な
い

人
o

▲

改

格

単
位
青
年
団
の
日
式
団
臼

▲
内

容

青
年
団
の
運
営
、
新
し
い
伸
間
づ

　
く
り
の
た
め
に
建
設
的
な
も
の

▲

原

稿

　
用
紙
、
字
数
と
く
に
制
限
な
し

　
毎
月
十
五
日
ま
で
、
町
公
民
館
気

　
付
町
冑
協
会
長
あ
て
送
る
ご
と

◎
こ
の
ほ
か

u蟹
つ
い
あ
編
已
◎
お
こ
と
わ
り

　
ぱ
、
絶
刈
秘
密
と
い
た
し
止
す
か
ら
　
公
朋
選
挙
感
想
々
、
応
募
作
晶
の
発
表

　
何
で
祇
申
し
出
て
ド
さ
い
o
　
　
　
　
は
都
合
に
よ
り
三
月
号
と
し
ま
す
。

　
　
＿
m
　
歌
　
　
　
　
　
　
　
夕
焼
の
宗
に
炭
麗
く

　　
　
　
　
　
　
　
長
谷

勇
造

　
呼
庁
く
芋
掘
り
の
　
老
い
し
止
婦
や

羅
麟
〔
購
竃
翼
醜
當
璽

　
　の
栄
・
肴
“
0
つ
A
｝
Z
は
ば
、
善
※
俳
t
r
・
　
R
歌
・
　
T
n
’
　
n
ン
ト
奎

　
築
き

つ
＼
〈
・
り
す
な
と
れ
よ
民
人
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
敬
の
応
扉
を
期
待
し
ま
す

’
　
俳
　
句
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
伴
ー
　
担

I



］
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1
1
青
年
の
主
張
発
表
会
か
ら

一　
［
育
年
の
中
張
L
活
完
大
会
は
、
一
月
二
十
日
大
根
占
小
学
袴
譜
党
で
開
か
れ
、
婦
人
に
負

　
け
ず
お
と
ら
ず
、
現
代
青
年
の
考
弄
や
体
験
を
努
表
し
た
が
，
と
ぐ
に
高
校
を
昨
年
卒
業
し

　
た
ば
か
り
の
卍
自
百
れ
、
湘
戸
川
部
落
の
氷
U
次
男
君
の
「
私
の
宮
鰺
改
幣
に
っ
い
て
」
は

＝築
に
探
麗
を
与
歪
し
た
・
次
ゼ
そ
の
あ
ら
ま
し
を
嘉
介
し
ま
す
・

私
は
鹿
家
の
ト
男

と
し
て
牛
れ
、
芦
う

し
て
ム
親
父
の
径
を

継
い
L
偲
・
を
し
な

け
G
ば
な
り
音
せ
ん

で
し
た
の
で
’
　
e
m

に
願
っ
て
罷
学
、
昨

年
高
η
を
牛
繁
し
ま

し
た
。

　
存
学
叩
も
、
宮
崎

県

の
疏
粟
若
塙
や
高

知
県
安
芸
市
等
に
委

託
研
穿
生
と
し
て
長

期
実
習
旅
行
に
参
加

す
る
な
ど
一
へ
前
の

経
宮
寸
と
し
て
V
つ
日
に
備
ハ
ま
し
戸

　
T
㌧
J
i
g
s
t
し
て
、
自
営
に
取
り
組
み

ヰ
ず
お
ど
ろ
い
た
こ
と
は
、

　
1
、
八
旧
同
労
働
な
ど
、
こ
の
国
の

　
　
こ
♪
か
と
思
わ
れ
る
「
朝
か
ら
晩

　
　
」
で
L
の
重
労
働

　
2
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
依
然
と
ー
て

　
　
t
し
い
農
家
の
綿
済

　
－
い
う
現
雫
で
し
・
ρ
．

そ
こ
Y
）
、
私
U
キ
ず
η
が
家
の
綜
寓
分

折
を

や
り
、
農
辛
午
営
の
合
珂
化
を
け

か
ら

な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と

決
菅
い
た

　
こ
ゐ
川
方
で
は
、
よ
だ
ー
キ
ン
付
L

の
」
ス
牛
が
句
い
よ
つ
で
す
が
、
威
摩

叩
島
て
け
ノ
、
糟
牛
ゐ
飼
育
が
盛
ん
P
．
e

し

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
の
二
け
私
の
家
の
終
済
が
ど
の
よ

　
私
は
、
わ
が
家
の
粁
営
の
つ
熊
を
と
う
な
収
入
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い

ら

え
ろ
た
め
、
胞
家
簿
記
を
記
張
し
て
る
か
。
を
示
し
た
吟
の
で
す
。

い
ま
す
。
今
か
ら
k
に
よ
っ
て
説
朋
1
　
さ
ら
ん
の
と
お
り
私
の
家
は
タ
バ
コ

ま

す
が
、
わ
ず
か
一
年
聞
の
記
録
で
は
を
宇
体
に
し
て
、
甘
党
、
菜
抑
な
x
．
の

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
一
年
の
結
果
に
よ
普
通
作
を
お
り
ご
ん
だ
畑
作
中
心
の
経

っ

て
、
大
き
な
今
後
の
指
剖
夕
得
た
と
営
で
あ
り
ま
づ
。
畑
作
±
体
の
経
営
改

思
い
ま

す
の
で
、
あ
え
て
発
表
す
る
こ

l
v
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
苛
ず
、
私
の
経
常
規
積
は
芦
う
な
つ

て
い
ろ
か
を

表
一
で
ご
ら
ん
v
ガ
さ
い

我が家の農業経欝規模　第一表
経営1自1積

匂＼

畑
ill

Hj

1叩農声・征情の能ノ・

和牛（f子キD

川羊

1頭　従ag　Kq：令λ1軋

1”　　1　　父　　　　48　　　1・0

1〃‘　　1　一
母　　‘　46

　　　　　　　 　　　　　　　
　
1

私　　19

δ1　3名

0．8

1．o

　　　♀　　2〔，羽
班
　　　1　　5羽

市力かるら　1台

善
の
根
入
は
、
地
力
増
此
が
先
決
だ
と

慰
い
。

　
1
、
た
い
肥
と
き
ゆ
う
肥
の
増
川

　
2
、
緑
肥
竹
物
の
栽
垢

　
　
　

の
二
つ
㌘
実
行
し
よ
う
と
、

噛ム糊斗式1台ll

尚

　
膠
具

　
第
一
に
還
搬
の
便
を
考
え

　
ー
、
簡
易
た
い
肥
舎
を
作
り

　
2
、
間
作
と
し
て
、
ま
た
休
閑

　
刑
利
用
ピ
よ
り
、
ル
ー
ピ
ン
の

栽
培
を
徹
底
い
た
し
ま
し
た
。

　

ト
た
、
た
い
肥
の
川
ぼ
石
は

　
か
る
甘
は
、
何
と
云
っ
て
も
、

　
家
畜
か
泌
要
で
す
。
そ
こ
で
家

　
畜
を
一
頭
ぜ
ひ
入
れ
た
い
と
思

い
汗
し
青
。

　

家
台
を
ふ
や
せ
S
　
飼
k
が
い

る
。
そ
ご
で
サ
イ
ロ
奉
伯
り
た

い
。
な
ど
い
わ
い
ろ
き
欲
が
出

て
き
ま
す
。

，

　

そ
こ
で
三
人
の
よ
う
な
二
ヵ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
代
が
安
く
つ
く
、
　
　
　
　
　
　
円
の
オ
ス
子
牛
を
白
っ
て
去
勢
し
、
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
、
ぷ
牛
の
価
格
が
敦
い
　
　
　
　
　
ー
　
年
十
I
月
川
屋
市
場
で
h
力
六
u

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
、
畜
舎
も
広
く
い
ら
な
い
　
　
　
　
円
で
売
れ
L
し
た
。

　
肥
台
牛
の
弓
人
は
、
現
午
取
人
を
得
4
、
＋
問
が
か
か
s
な
い
。
知
H
才
入
　
飼
育
殴
は
、
大
口
旧
俵
、
米
受
力

る

の
と

白

給
胆
料
を
た
く
4
、
s
ん
と
れ
て
　
れ
を
し
た
り
、
逮
動
さ
せ
∴
く
て
も
三
俵
、
合
い
七
千
円
の
購
込
銅
料
と
、

q
利
で
す
か
、
実
ほ
に
は
　
牛
が
若
く
て
元
気
だ
か
ら
さ
し
つ
か
後
は
大
豆
、
小
麦
、
甘
話
、
ワ
フ
、
え

累
牛
（
モ
ト
牛
〉

，
高
い
の
が
郷
点

で
し
た
。

　
と
L
　
J
L
C
E
　
｛
t
’
　
M

㌧
で
に
、
オ
ス
牛

の
r
を
乳
を
飲
ん

去

勢

牛

の

で
い
ろ
聞
に
去
勢
（
キ
ン

を
と
る
）
1
て
、
六
刀
月

若

合

飼

台

（

　
汚
な
い
。

5
、
売
る
と
、
巨
の
値
も
メ
ス
牛
．
‘
普
頑

　
の
オ
フ
牛
と
の
巾
間
仙
e
、
米
川
で

　
は
キ
x
ヌ
キ
の
牛
r
己
い
と
と
＾
い
な

　
い
く
s
い
た
。

　
仁
い
の
仇
旧
晃
S
ん
の
例
て
み
u
v
す

と
、
三
十
＝
臼
＋
月
の
せ
り
巾
で
二
力

　
　
　
ん
麦
、
ク
μ
ー
パ
ー
、
い
も
つ

　
　
　
る
な
μ
め
日
治
飼
料
で
し
た
。

　
　
　

町
内
で
は
、
刑
記
の
飯
隈
さ

　
　
　
ん
、
人
吊
、
叩
馬
、
f
也
、
安
水

　
　
　
安
永
彦
、
汝
水
臥
熊
、
湘
戸
川

　
　
　
落
司
韻
男
さ
ん
〃
ポ
で
L
や
つ

て

お
り
’
県
や
町
で
も
大
ー
に
吸
励
す

る
方
針
で
す
。

　
有
畜
営
胆
ト
有
利
パ
「
大
勢
牛
の
若

令
肥
台
」
を
お
寸
寸
め
し
ー
づ
。

　
こ
の
け
か
’
く
わ
し
い
こ
と
は
、
営

丹
相
談
宇
に
ご
川
談
く
だ
M
い
。

膠　業 収　入　分　析（33fl度） 第ニノ＜

ζ、

一一一
一　

、

粗収入（家計仕向も） ％ 作付面積
｛乍肱名＼

　　 一一一

たはこ 322，375円 65．5 2反9畝7合

一一＿一一　甘　　蕗 67，530〃 13．8 4反5畝
一

水随稲 40，000〃 8．4
水稲　1反践〃　3反2畝

一

一一

菜　　紬 21，25〔｝〃 43 4反
一 　　一一

厚外収入 12，375〃 25 材木等の運搬
一一一一一

そ　　ば 9，2〔〕0〃 1．8 2反
一一

一一　畜　　Ilf 9，530〃 1．9 肥育難の販売
一一　　　　　　　一一 一一一一一

その他 9，253〃 1．8
馬鈴閤　5畝

突最轍
一

合 計 49L493〃
1

か
一
年
位
ノ
短
い
期
間
で
肥
1
”
す
る
．

r

．
“
令
肥
庁
－
’
い
う
1
1
法
が
わ
わ
れ

て
い
k
す
。

　
こ
れ
の
有
川

な
点
け
、

1
、
牛
が
石
い
の
で
発
育
が
自
／
’
、
則

私の甘銘栽培技術改善方法
繍オY，ノ）1ち㌧定及↓ピ’lihA

伏込距醐の滴IE（5寸×6寸）

温床禽苗（ビ＝一ル破躍）

苗床面積の拡張

・ 5月中旬～6月中旬1乞にヱ了
・ 植付本数の適ll反当4．000　t．～5．ouons

・全植付面積を高川1で（2尺3寸～3尺）
・ ヵルチによるト寄作業

・ 自給肥料の」力施

・標準基肥の施用
・追肥、寸寄の適」｝

追頚巴、硫’安2　　　塩かU2〆

1寄　第一回　散f寸後2⑮日以内
　　　　　第＝［n！　　　　〃　　60日D／l／Y

．lr、｛］｝9・ゾr除

・看鳥籍ノ）｛言‘1・hまデ蔵

①健苗力育成

②滴期の植け

③作式の改善

④施肥技術の

　改黄

⑤病虫ee［SL除

年
－
：
ー
画
p
e
樹
立
し
て
、
当
画
の
理
想
遵
　
町
内
膠
家
の
み
な
さ
ん
方
に
、
ぜ
ひ
飼
料
価
値
で
一
算
す
る
と
I
円
に
な
る

成
に
努
力
す
る
こ
と

に
い
た
し

ま

し
た
サ
イ
ロ
を
作
っ
て
い
＋
だ
き
た
い
と
い
よ
う
で
す
o

乙
ご

に
第
一
勾
目
の
訓
画
を
瀞
成
し
て
う
乙
と
で
あ
り
よ
つ
。
そ
の
田
由
は
、
　
　
ま
た
一
メ
e
－
ト
ル
×
ニ
メ
ー
ト
ル
の

満
足
と
希
望
F
満
ち
汗
第
一
一
年
目
を
、
　
甘
話
の
つ
る
を
た
い
胆
と
し
て
利
用
し
サ
イ
ロ
に
一
ぱ
い
つ
め
た
廿
賭
の
っ
る

迎
ス
よ
う
と
し
て
い
T
5
す
e

　
最
後
に
第
一
年
目
で
、
レ
‘
ぐ
に
反
省
キ
ロ
当
り
一
円
二
十
銭
に
な
り
ま
す
が
一
ル
分
の
エ
ン
バ
ク
に
当
る
よ
う
で
す
。

し
た
い
こ
と
互
申
し
の
べ
汗
す
と
、
　
　
こ
れ
を
サ
イ
ロ
に
つ
め
て
飼
料
と
し
、
［
私
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
考
え
ζ

の
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作2
農
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む

き
、
な
た
ね

　
一
月
中
に
す
ま
せ
る
べ
き
第
二
回
の

中
耕
レ
草
と
り
が
す
ん
で
い
な
い
ほ
場

が
み
ら
れ
ま
ず
。

　
川
1
の
牛
育
は
、
蝶
さ
の
た
め
に
よ
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に
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と
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コ
ス
ク

　
　
（
牛
馬
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と
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し
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イ
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ラ
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ア
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牛
馬
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豚
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そ
の
他
各
欄
あ
り
－
l
s
す
。

◎
品
栢
の
特
性
、
土
地
と
の
組
み
合
せ

　
な
と
技
術
員
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

価
格
　
舳
、
料

　
二
月
末
日
ま
で
、
経
済
課
へ
申
し
こ

例
牛
ビ
ナ
　
八
十
円
桿
度

中

ビ

ナ
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白
円
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・

印
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プ
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ラ
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ド
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ノ
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白
色
レ
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ホ
ン
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ノ
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ホ
r
ン

申
し
こ
み
し
め
切
り
は
三
目
宋
日

0．8

く
な
く
て
も
、
地
中
の
根
は
寒
中
も
た
の
ま
す
か
ら
、
貯
成
つ
は
を
あ
け
て
み

え
ず
養
分
を
求
め
C
い
ま
す
。

　
沽
に
新
択
を
出
し
、
広
く
深
く
伸
び

よ

う
と
し
て
も
、
騨
書
物
が
多
v
て
思

う
よ
う
に
ゆ
き
ま
せ
ん
。

　
十
は
品
に
ボ
ク
ボ
ク
し
て
い
る
こ
と

が
根
の
牛
育
仁
よ
い
わ
け
で
す
か
ら
、

今
月

は
、
と
く
に
中
耕
作
裳
F
重
点
を

お
い
て
v
た
さ
い
。

か

ら
い
も

ま
し
ょ
う
。早

期

蜘
培

っ

て
い
ま
す
。

　
数
十
年

ぶ
り
の
大
雪
で
し
た
が
、
雪

よ
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は
よ
く
し
て
あ
る
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
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と
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こ
と
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あ
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困
で
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に
硫
安
一
二
七
キ
う
ん
と
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の
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を
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よ
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、
過
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五
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塩
加
八
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、
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園
で
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こ
の
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半
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を
や
る
。
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ア
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ま
す
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ん
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下
さ
い
e

◇
ヒ
ヨ
コ
（
初
生
ビ
ナ
と

1　
中
ヒ
ナ
）

　
　
希
望
者
は
、
種
敬
と
希
望
月
日
、

数
量
と

予
約
金
一
羽
に
つ
き
十
円
を
添

え
て
経
備
ぷ
へ
申
し
こ
ん
で
下
さ
い
e

　
価
情
は
一
羽
に
つ
き

行

こ
う
南
米

　
移
佳
し
た
あ
る
冑
年
が
い
わ
v
、

「
こ
ん
な
に
苦
労
す
る
な
ら
日
本
に

い
て
も
食
べ
て
い
け
た
の
に
」
と
。

　
ま

こ
と
に
こ
の
育
勾

の
い
う
と
お
り
、
川
米
　
　
　
　
’
、

鵜
霞
竃
外

で
は
日
本
以
上
の
き
び
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I

し
さ
で
あ
ろ
う
「
血
の

か
な
汗
の
寧
遠
く
幸
い

倖
む
と
人
の
い
う
」
な

ど

と
い
う
話
を
信
じ
て

こ

の
青
年
が
移
任
し
た

と

す
れ
ば
、
幻
滅
以
外

◇
有
畜
轡
農
指
導
所
生
募

　
　
集

　
県
有
畜
営
櫻
拍
導
所
（
敷
根
種
畜
場
）

で
ぽ
、
昭
相
三
十
四
年
度
の
諦
習
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
希
望
者
は
二
ば

末
目
汁
で
に
申
し
込

ん
て
く
だ
さ
い
。

　
沁
勢
資
待
は
、
学
力
は
中
学
卒
以
上

年

令
は
と
く
に
制
限
は
あ
り
ま
⑰
ん
o

　
な
お
、
人
所
王
る
と
、
次
の
よ
う
な

特
典
が
あ
り
ま
す
。

1
、
給
ぱ
趾
が
支
給
さ
れ
る
。

2
、
蒙
畜
人
i
授
精
免
許
に
必
要
な
受

　
験
資
格
か
与
え
ら

れ
る
。

◇
蚕
業
指
導
員
養
成
所
生

　
　
徒
募
集

　
鹿
児
G
県
血
業
指
再
目
養
成
所
仕
、
徒

の
募
集
を
次
の
要
領
で
行
い
ま
す
。

　

募
集
入
員
　
男
女
計
二
〇
名

　
応
募
資
格
新
制
高
検
を
卒
業

　
　
し

た
も
の
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以

上
の
学
力
存
有
す
る
も
の

　
　
願
番
受
付
期
間

　
　
　
昭
和
三
十
四
年
二
月

十
五
日
か

ら
三
月
二
十
九
日
ま
で

　
試
験
期
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三
月
三
十
日
午
前
十
時

　
試
験
場
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児
島
県
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試
験
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東
市
来
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湯
出
一
八
七
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大
鴇
麦
庁

名
瀬
市

　
v
わ
し
い
こ
と
は
県
蚕
糸
課
ま
た
は

．

県嚢
試
輸
場
に
お
た
ず
ね
く
た
さ
ハ

　
へ

ら

話
は
別
で
あ
る
。
人
間
の
あ
ふ
れ

て
い
る
日
本
で
は
、
他
人
を
0
き
ず

り
お
ろ
す
か
裏
を
か
か
な
い
か
ぎ
り

　
　
　

も
は
や
能
力
や
努
力
が
正

　
　
　

当
な
成
果
を

挙
げ
え
な
い
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移一

の
何
も
の
を
も
見
い
だ
す
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

だ
が
も
し
．
て
の
青
年
に
牌
想
を
山

う
精
熱
．
‘
努
刀
の
精
神
が
あ
つ
た
な

こ
と
が
少
く
な
い
。
こ
れ

F
反
し
て
「
未
来
の
国
」

南
米
は
そ
の
■
志
と

奮
斗

を
惜
し
ナ
な
い
者
F
は
喜

ん
で

“
当
な
報
酬
を
与
え

ん
て
あ
ろ
う
。

　
血
の
彼
方
の
窪
く
に

は
「
幸
」
そ
れ
自
体
は
佳

ん
で

い
な
い

け
れ
ど
も

「幸
い
の
大
い
な
る
可
能
性
」
が
人

口
の
少
い
分
だ
け
数
多
く
品
ち
間
ち

て
い
る
ご
・
‘
は
閲
違
い
な
い
。
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